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本日のフォーカス

• (独) 国立女性教育会館 女性アーカイブセンターの構築
Management Policy

• 女性アーカイブスとは Mission
収集・ 選定 Collection Policy
(保存) Preservation Policy
提供 ・活用



国立女性教育会館女性アーカイブセンター
女性の歴史を今に生かし、未来に繋ぐ



女性アーカイブセンター機能に関する調査
プロジェクト委員会
1「独立行政法人国立女性教育会館の将来ビジョン」 重点化事業
• 平成１７年度・１８年度

女性アーカイブセンター機能に関する調査プロジェクト委員会
１）女性アーカイブのコンセプト 収集範囲・対象等についての検討
２）「女性関係資・史料の所蔵に関する調査」の実施
３）海外女性アーカイブの事例調査 IIAV(オランダ) の報告

女性アーカイブセンター開設 (平成20年6月 2008年 ) 
* 女性教育情報センター 開設(昭和54年11月 1979年 )



女性関係資・史料の所蔵に関する調査の概要
１ 女性にかかわる記録資料・文書が日本国内の収集・保存(所蔵)

3185機関 1913機関の回答
図書館・文書館・博物館、公民、生涯学習施設・女性関連施設
ジェンダー・女性学研究所・女子大学・女性史研究会

2  質問紙と同時に寄贈依頼

文献 「女性アーカイブセンター機能に関する調査研究報告書」
国立女性教育会館 2007.3



女性関係資料の現状
移管・寄贈

1 図書館、公文書館、博物館、大学
• 目録・DBの整備・公開
• アーカイブや資料整理の専門家
• 歴史的なコレクションの所蔵
• 女性アーカイブとしてのミッション?
• 相互利用ネットワーク

女性関係資料の作成、発生源

2 公民館、生涯学習施設、男女共同参
画担当課(室)、女性関連施設、女性学
研究所、女子大学 NGO 等
3 女性団体、女性史研究会、個人
• 多様な資料形態
• 公開困難な個人情報、著作権
• 資料散逸、劣化
• 資金 継続的な組織 ?
• 専門家や連携システムの必要性



女性アーカイブとは その必要性
男女共同参画社会を推進し、活力ある21世紀を築いてゆく

には、過去において男女共同参画を推進してきた女性の生き
方や行動、女性の活動・運動、女性政策・施策、そして女性
の活動について知ることが必要です。
そして、そのためには、歴史的事実を検証するための資料を

体系的に収集・整理し提供する「女性アーカイブ」が必要です。
「女性アーカイブセンター機能に関する調査研究報告書」 はじめに 神田道子(前国立女
性教育会館理事長)



NWEC 災害復興支援女性アーカイブ



Sharing the Past
Debating  the  Present

Creating the Future
• 過去(歴史)の共有

残されなかった記録、発言できなかった女性たち

• 現状を問う

女性の人権は守られているのか ジェンダー視点

・ 未来を創る

次世代への記録

International Conference on Archiving in the 21th century 80 Years Collection IAV   
Atria  in Amsterdam   Dec,3&4.2015    



International Conference on Archiving 
in the 21th century 80 Years Collection IAV   



Glasgow Women’s library



女性アーカイブ 女性情報とは
女性の社会的な現状を伝える情報
女性の活動・生き方を伝える情報
女性の人権尊重、課題解決のための情報
男女共同参画政策の情報
女性の表現・芸術の情報

• KNOW HOW Conference in Mexico 2009 発表 青木玲子、尼川 洋子



国立女性教育会館
女性アーカイブセンター 収集・基準 平成20年

我が国の女性の歴史にかかわる資料

• 女性(婦人)教育
• 女性問題、女性労働、女性運動、
• 女性政策
• 女性関係団体・機関
• 女性史編纂

国立女性教育会館にかかわる資料

• 時代 原則として明治以降

当面、「国連婦人の十年」1976-1985

• 地域 全国的に影響を持った事例

• 形態 原則として、非公刊の公私の記録・

文書

写真、ポスター、チラシ、音声記録等

希少な刊行物、歴史資料としい重要なもの



ナショナルセンターとして
国立女性教育会館 女性アーカイブ

1 女性関係資料の系統的、継続的収集、保存、提供システムの開発
→ 国立女性教育会館女性アーカイブセンター

→ 女性アーカイブ

2 女性施設、各地の情報機関の資料収集、整理、保存の支援
3 個人・団体が所蔵する女性関係資料の散逸と劣化の危機

→女性アーキビスト研修

4   データベース化、目録
→ デジタルアーカイブ

5  女性関連施設、図書館、大学等の相互ネットワークの構築



女性関連施設、図書館、大学等の相互ネットワークの構築



神奈川県立図書館 女性史資料 山川菊栄文庫



女性アーカイブ 選定
1 情報収集
個人、団体、機関からの寄贈情報
Collectionの補充

2 資料調査、寄贈者からのヒヤリング(寄贈・委託、著作権、資料来歴)
3 情報センターライブリー所蔵確認、担当者検討
4 選定リストの作成
5 国立女性教育会館 アーカイブ資料検討委員会
• 受け入れ→整理(データ入力) 
• -保存 → 公開 → 活用(展示、研究資料、レファレンス活用等)



九重年支子資料の収集 事例



九重年支子資料 調査


